
計算価格論の展開

一一ー乙/γプレックス法における

価格メカニズムの考察一一

井上勝 人

I 

「企業の分権管理を成功に導く要因はプロフィッ「・センターと競争的移転

価格 (competitivetransfer price) とを呉有した新しい統制乙/ステムである。」

とは JoelDeanの言葉であるが， この言葉の中に企業の経済を価格メカニズ

ムによって効率的に運行させることの重要性があまねく語られている。すなわ

ち，自由競争場慢に活躍する各部門の業績評価は的確な計算価格の設定によっ

てはじめて可能であり， したがって計算価格算定の適否は事業部制成否のメノレ

クマーjレとなるのである。

われわれは今までの叙述におい℃計算価格による経営体の統制について考察

してまた。すなわち計算価格における統制は， トップ・マネジメントの資本管

理と事業部生産ーをつなぐ経営体の縦割りの局面におけるそれと，財務一一一保管

一一生産一一保管一一一販売一一財務のいわゆる資本循環過程における経営体の

横割りの部面におけるそれに分けられることを指摘し，それぞれの計算価格に

よる統制の特性について論じたのであるが，計算価格そのものに対する考察

は，それがSchmalenbach の最適有効数(optimale Gel tungszahl)や LP

(1) .J.. Dean， Decentralization and lntタacompanyPr"icing， HυB. R.， Vol. 33， 
No、 4，

(2) 拙著，計量経営学， 1977年.特ーにその付録「事業部生産計画の計算例」において，
本社から各事業部に通知される計算価絡によって各事業部の利益が統制されるさまを
見よ。
拙稿，計算価格による在庫統制について，呑川大学経済論議第53巻第2号 l
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-2- 第53巻第4号 1210 

のヰ/ンプレックス乗数 (Simplexmu1tipliers)に相当することを指摘したにと

どまぐそこで本稿においては生産計画に LPを適用した場合の計算価格その

ものに視点をおき， LPνンプレックス法の価格メカニズム?an叫 の所論

を中心として究明することにより，その特性について考察する。

II 

Dantzigは，まずある企業におけるある事業部の LPを次の如く記述する。

C1Xl +C2X2十ド J・ 十CnXη=z一一-o>-mtn.

s.t. anXl十a12X2+……十alη仇 =bl

。21Xl十 azz.X2十・・"・リ 1 十α2nXn=b2 

(1) 

amlXl十am2X2十・・・・ +amnXn=bm

Xl， X2，…… ， 'x1よ O

すなわちこのモデノレは m種の資源 bl，…，bm とn穫のアクティビティ Xl，…，

h から成る複合アクティビティから成立する LPi/ステムであり， この事業

部長はこの n穫の生産アクテイビティについて自由裁量権を有している。モ

して j番目のプロセスの i番目の財の単位水準当りの技術係数ij，aijであ〔?;

F番目のプロセスは単位当り Cjの費用の所要されることを表わしている。

事業部長は従来の経験からm個の信頼できるプロセスについては熟知してお

り，このプロセスで彼は;与えられたインプットで要求されたアワトプットを確

実に生産できることを知っている。すなわち，この m個のプロセスはI

allXl十a12X2十川・ uV' 十almXm=b1

a21，Xl十α22X2十日"ぃ・十 a2mXm=b2

リ刷。 ."'・ 0 付・.."，・・・，'.'"，(，・・・ (2) 

。叫Xl+am2X2+""日わ I十am悦 Xm=b叫

(3) 拙稿， fPretiale BetriebslenkungJについてーーー数理計画法の立場からの一考察
一一一，香川大学経済論議第52巻第3・4号.

(4) G， B" Dantzig， Linear' Progr'抑制官ingand E，xtensions， 1963， pp. 254ー262リ

(5) 元来， activityとprocessは同義であるが， ζ こでは processを特に工程という
;志を含ましめて使用している。
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1211 計鉾価格論の展開 -3ー

である。

行列記号で表わせば式(1)は Ax=b，cx=zであり，式 (2)は Bx=bであ

る。ただし，Bは式(1)における実行可能基底である。

事業部長はさらに考える。生産資源を削減するに当って例えばそのうちの賃

銀を代表せしめてそれを最小ならしめる各アクティビティ水準の組み合せを求

めるために式(1)を策定したが，今度は各資源の価格を公平にきめて，との価

格を媒介として各資源、特に賃銀の縮小を図りたい。それには，各基底アクティ

ピティの単位水準における利潤が賃銀に等しいように各資源の価格別，….， 7tm 

をきめればよいから，

πlal1+π2a21十・・・""刷十7c情。ml=Cl

πla12十π2a22+ ・・・~" "十π叫 am2=C2

巾.白"。刷。""...・・・ υ".." ・ (3) 

7Clalm十7C2a2m十リ・ R ・・・ +πmumm=C叫

を得る。行列記号で表わせば，rrB=cである。

かくて，事業部長は式(1)を解くに当って.B.x=bの両辺に基底逆行列 B-l

を掛ければ，

.x=B四 lb=b

を得る。同様に πB=cの両辺に B-lを掛ければ，

π=CB-l 

を得る。

かくして事業部長は生産資源に対する価格を公正に設定することにより，あ

らゆるアクティビティに対する総費用は

πb=cB-1b=c.x 

となることを知る。つまり仰は支払賃金の合計，cはx1単位の賃金額である

から，賃金の限界原価である。

ところで，事業部長の m個のプロセスの費用は

C'.j=lnalj十lr2a2j+..・，.十π叫 G悦 7 (4) 

であり，式 (4)は最適基底においては限界賃銀より大きいから(最小費用の
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問題では両辺に-1を掛けて最大問題として考える)， 

ん=Cj"-(π1a1j十π2a2i十……十πmami)

とすると，

cs=Mincrく O ( 5 ) 

の関係が成立する。すなわち，んによって j番目のプロセスが現採用計画の支

払ラ賃金より限界賃金が幾許大きいかを示すいわゆる超過賃銀を表わすものと

すると，プロセス Sは負の最小であるから超過賃金のもっとも小なるプロセス

ということになる。

かくてこの事業部長は式 (5)によりプロセス Sを選び出す。そしてプロセ

ス Sにおける超過賃金の意味について考える。すなわち， canonical型におけ

るアクティピグィ jにおける係数 aijのベクトノレは，基底アクティビティのも

とのベクトノレの線型結合を作るための重みとして用いることができることに気

づく。これを式で示せは，

a12 。1m α1S 

a21 。22 a2m α2s 

α1s十 α2s十・，，'，・..+ am.s= 
(6) 

。m1/ 。71も2 αmm α悦 S

である。こにで aisは前述の如く canonical型におけるめの係数である。換言

すれば，式 (6)はアクテイピテイ Sのめ単位が基底アクティビティの組合わ

せ (1，2，れわれ ，m)の a1SXS，んs.xs，・・・，a削 X.sの結合によってアクティビティ

Sの代りとして用いることができることを表わしている。かくて基底アクティ

ピテ 4の水準はアクティピアィ Sの水準によって上にあるいは下に調整される

ことになる。

ところで，アクティピテイ Sの l単位をm個の古い信頼できる基底アクティ

ビティの一つによって代替する賃銀は前述の如く，

C1a1s十C2a2s十リ十 cma削
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1213 計算価格論の展開 --5 ー

である。この式は事業部長が価格的を使用するならば現実のアクティビテイ S

の1単位のインプットに対して支払う車を表わし℃いる。けだし式 (6)にお

いて第 1の式に引を掛け，第 2の式に m を掛け，…・合計し，左辺に式(3)

を当てはめると，

Clals十C2a2s十… +Cmums=πlals十;r2a2s十 }十万叩αms (7) 

が得られるからである。かくて，式(7)から Clals十C2ゐけ十cmams=πlals

十7Z'2a2S十十日 +πmamsであり，式 (4)から C's=πlals十'ir2a2<;'+…十πmamsである

から，Clals +C2ふs十…十Cma，刷出C'sとなる。しかるに Cs=C，..-C'，であり， 式

(5)か ら いMinCiく Oであるから C's司 _.c，となりんはんより必ず大

きくなる。つまり，

ClalS+ …十 c~ar .s 十ゎ・."。・十 cmams>c， (8) 

を得る。式 (8)はプロセス Sが超過賃金を与えるという事実は m個の古いア

クティピアィを使うより直接sを操業する方が少ない賃銀ですむということを

意味し℃いる。換言すれば，古いm個のプロセスよりも Sはもっとも効率的な

アクティビティであることを示しているのである。

かくして:事業部長はアクティビティ sを用いることを決定する。そしてある

アクティビティを負の水準で操業することはあり得ないから，プロセス Sを導

入する代りにプロセス Fが掃き出される。けだし

私/みs=Min b;jム (~s ， a，，> 0) 

であるからである。また，ars> 0であるから，式 (8)の Crurs を右辺に移項

(6) いま， canonical 裂を次のように表わす。

Xl +al' 17l.+1Xm+l +十川+aliXi十 ゅ十a1n.Xn=b1

'x2、 +a2，m+l.X'm+l+十a2i'xi+ +a2n.Xη =b2 
¥ー-

Z叫 +am，m.+lX叩 +1十+んiX'i+ー+んηX'n=品
(-z)+c叫 叶Z叫 +1+ +Cj.Xi十+己tXn=-Zo

，X'~を Cs口 MinCiく 0 に対応する activity とすれば，

'xl=b1-ap.x， 
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し，両辺を'-'arsで割ると，

{ (C;alS十 … 十 C，-lムー1，.s+Cr+lar+l，s十川・十 Cm証明s-Cs)/(-ιs)}くCr (9) 

を得る。

式 (9)における Cl，C2， C"…， Cmは新しい基底におけるアクティビテ

イfによって代替するために要求される正確な重みづけであり Cl亙lS/-.arsは

その際の第 lのアクティビティの賃銀である。かくて式 (9)の左辺は新しい

基底におけるアクティビティをアクティピティ rの単位水準によって代替する

際の総賃銀を表わしている。しかるにふは実際のアクティビティ rの単位水準

の賃銀つまり限界貿銀である。モれ故式 (9)はアクテイピデイ Fは労働力の

使用において新しい基底におけるそれより効率的に劣ることを表わしており，

従ってこれが掃き出されることになる。

以上を要するに，実際に要求されるよりさらに少額の賃銀を要するプロセス

が存在するならば，もとの組合せにこれらのプロセスの一つを代替することが

可能であり，かつ，それによって労働のさらに効率的な使用が斉らされるので

ある。つまり本社は事業部長にできるだけ少額の賃銀を用いることを指示した

ことにより，事業部長は元々用いよろと思っていたm個の一つのアクテイピグ

イの代りにアクティビティ Sを用いる生産計画を策定することが効率的なこと

が明らかになったのである。そしてこのアクティピティ Sを採求する過程は，

.x2=b2-.a2SXS 

xm=b.叫 -amsXs

z=zo十cs.x， (csく 0)

となれもしん，ゐs，んsのうち負の値があるとれの増加につれて喧加する一方

となり， XS>長/んとなる。つまりbiのうち負のものは無視して Min~>O を作
ais>O"'1.S 

L この最小値がれの限度となる。この場合ai，sが iのーつの値ゼはなく多くの値
の場合に負であるなら，そのう bもっとも小さい値，これを 7とすれば，その行の添
字が7によって示される値によってぬはきまる。その値を Xsとすれば，

Xs=主ー=Min~孟oιs>O)
α'1'S' ais 

となる。
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1215 計算価格論の展開 --7 ー

賃銀を労働力の価格とし、う見地からもっとも効率的な価格を発見するステップ

として把握されるであろろ。すなわち，式(1)の事業部長の行列 (A)にもし

biが正なら財 tに関する彼の分け前を増加し， もし biが負なら財 tに関する分

け前を減少することを内容とする仮のアクティビティを導入することを仮定し

てみよう。然るとき，かかるアクティビティは t番目の行が 1であることを除

いてはすべてが Oである列べクトノレによって表わされるであろう。かくして，

このアクティビティによって最終段階の基底アクティピティに代替する賃銀は

式 (4)によって m である。つまり 7/:ifi.労働価値であり，財 iの付加 1単位に

よって置き換えられる労働力の価格を表わすのである。

かくて次に事業部長の策定した生産計画が賃銀額のもっとも少ないそれであ

るかどろかを考える。この事業部長は式 (10)を満足するが=(.x山 X20，…，:rnO) 

AxO=b 

C.xO=ZO (XOi;;;主0)
(10) 

の一組のアクティビアィ水準と， π0=(π10， n:20， ...， πmO) の一組の価格とから

成る計画を策定することになる。この場合，各アクティビティに対する超過賃

銀は

-ηる

CjO=Cj-I:; aげ n:iO孟 O (11) 

であり，もし

一ー ηz 
C/=Ci-. I:; lri切り >0 なら .xl=0 (12) 

である。

さて，CO= (CーがA)=(CIO，C20， ....， CnO)と書くと，式 (10)から

COXO= (COーがA)xO=zOーπOb (13) 

を得るo zoは式 (10)によって事業部長の計画の総賃銀である。しかし式 (12)

によって C.xO=0であり，それ故に

ZO=πOb (14) 

となる。
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x= (Xl， X2十一 ，Xn)を他の実行可能計直!とし Zをその賃銀額であるとする

と

Ax=b (Xj孟0)
(15) 

CX=z 

いま A.x=bの両辺にがを掛けるとがAx=biroとなるからこれを C.x=zから

引き，式 (14)を当てはめると

or 

(cーがA)x=z-nob=z-zO

L: clxj=z，，-zo 
f 

(16) 

を得る。式(12)，(15)によって式 (16)の左辺は非負の項目の合計であり，し

たがって z孟ZOであ。かくて:事業部長の策定した生産計画がもっとも少ない賃

銀を持つものであることが証明された。

次に事業部長によって策定された価格がもとの生産問題を primalとした場

合の dualであることを証明する。

ますニ，事業部長によって策定された価格はもっとも賃銀の少ないものであっ

たから，

irA孟c (17) 

が成立する。次に，前述の如くあらゆるアクティビティに支払われる総賃金量

は

zO= c.xo=πb (18) 

の関係にある。

式(17)の j番目の式に .xlを掛け合計すると，式 (19)を得る。

m 匁 n n 

iOi: aljXjo+iT2:t a2川 0十・ 1 十向L:a隅 jX.l孟L:c向。 (19)
j=1 1=1 j=1 1=1 

n 

この関係を式(1)に適用する。 bFE1641Z70(戸 1，2，・"'， in)とおくと，

iobl十 7r2b2十十 十 πmbm三玉Cl.Xl0十C2X20十・刷。十CnXnO (20) 

をf尋る。

かくて式 (17)を満足する任意の πに対して坊主主CXOであり， 事業部長によ
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1217 計算価格論の展開 -9ー

って発見された価格 π0は π%=c.xOを満足する。よってがは制約式 (17)のも

とに坊を最大にする。それ故 n:=π0は双対 LP問題すなわち式 (21)の最適解

である。

n:A三二c
(21) 

坊~~V (Max) 

primalと dualの関係を転置記号 rをつけて整理すると次のようになる。

primal…A.x註b，x孟Oなる条件のもとで c'xを最小にせよ。

dual A'n:::;':c，π孟 Oなる条件のもとで b'nを最大にせよ。

以ょが DantzigのLPにおける価格概念の要旨である。そしてモとにおける

重要点は次のニつの問題にあると考えられる。すなわち第 1はJ式 (5)における

次期基底選択の問題と，第 2は式 (21)によって A.x孟b，.x孟Oのもとで c'.xを

最小ならしめる rの値を求める問題に対し ，A'n"孟c，π孟Oのもとで，b'πを最大

ならしめる zの値を求める問題が対応し，かつ後者の意味は各アクティビティ

における限界利潤が正ではないといろ条件のもとでは π'bすなわち事業部支出

を最大ならしめよ，という問題である。すなわち事業部長が自己の事業部にお

ける労働力の使用を最小にしようとすることは，同時に価格機構を通じ℃の市

場機構によってパックアップされることが必要であることを物語っている。

かくてわれわれは次にこの二つの問題について考察する。

III 

まず，第 1の問題であるが，乙/シプレックス法と云うのは元来方程式を解く

原理と変数を選択する原理とから構成されている。方程式を解く原理は要する

に基底逆行列を求める過程であり，変数を選択する原理は変数を一つ一つとり

あげて shadowcostによって評価する過程である。われわれの目的とするヰ/シ

プレックス法における価格概念は当面後者に関係する。すなわち，式 (5)に

よっての一C'iつまり限界賃銀と現在基底の賃銀をくらべてみて， 限界賃銀ベ

クトノレの中に現在基底賃銀より効率的に勝るものがあればその基底変数を次の

基底に採用することになるが，式 (5)のmを経済学では shadowcostと称し
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ている。この shadowcostは現実の市場で成立する価格とは異なり，あくまで

もシシプレックス表における計算上の価格であるから，これを計算価格ともい

う。かくて乙/-;/プレックス法における変数を選択する原理は現在基底に属して

いない変数に対してJその計算価格を算定し，そのなかでもっとも効率的な変

数を選択することを内容とし，われわれがにれを shadowcostによっ℃評価す

る過程であると述べた所以である。つまり乙/ンプレックス法における価格概念

は最初，変数選択における計算価格として示現する。

この計算価格としての shadowcostは opportunity costとともに判定要素

を形成する。すなわち opportunitycostは失われた機会からの利益であるが，

この shadowcostは現在利益を招来せしめる要因であり，この差が判定基準

である。つまり乙/-;/プレックス判定基準は opportunitycostの変形としての

shadowcostによって変数を選択することをその内容としていることが分かる。

このことについて SimonとDeanは次のように云う。まずサイモンは「合理

的意思決定 (rationaldecision叩 aking)とは代替可能行為を判別基準 (criteria)

によって選択することを意味し，判別基準は意思決定の行動前提 (behavioI

premises)から形成されている。そしてこの行動前提はまず事実的前提(factual

premise)から成り，この事実的前提によって与えられる諸手段 (means)を結

合することによって，次の行動前提たる価値的前提 (valuepremise)によって

定まる目的 (goals)を達成することであり，この目的は価値の体系 (value

system)ないし効用曲面 (utilitysurfac叫によって選考されるjと述べてい

る。 ζ こに事実的前提とは技術に関する情報であり，価値的前提とは，組織の

目的である。つまり Simonの言う事実的前提とは LP乙/ステムにおける技術係

数であり，価値的前提とは LP乙/ステムにおける目的関数に関する判定要素と

見ることができる。そしてこれらから形成される判別基準の内容は次の Dean

の言葉によってさらに隅明となる。すなわち， r現在の行動がよいかどうかは，

現在その行動をとったために犠牲になった代替的行動からの利益を考慮に入れ

(7) H“A.. Simon， Adminisfrafive Behavior， 194"7， pp" 45-60. 
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ないとわかるものではない。例えば，織物会社が原料系を自家製造している場

合， 自家製造がよいかどろかはもしこの原料系を自家用に使わないで市販した

ときの利益を考えて， はじめてわかるのである。すなわちとの場合の原料系を

自家製造する場合の原価は市販したときの利益であって，この利益以上のもの

がないと原料系の自家製造はやはりよかったとは判断できないのである。」この

失われた機会からの利益つまり opportunitycostが意J思決定における枢要で

ある。

以上を要するに Simonの云う合理的意思決定とは事実的前提によって目的

の達成に関連する技術情報を形成し， かつ価値的前援によって最終目的の選択

に関連する経済情報を形成することにより， これらの織りなす相互依存のなか

からまず価値的前提によって当面の目標の企業目的への適合性が関われ， その

評価に及第すれば選択された当面の目的とその意思決定に含まれる事実的前提

の合理性が問題となることになる。 このことは乙/ンプレックスで演算におい

て， まず第 1表の判定基準によって企業目的にもっとも合致したアクティピテ

ィつまり単位当り利潤のもっとも大きい変数を選択することからはじまり，次

にこの変数を基底にとり入れて新しい技術係数を作成していく手順と一致して

いると見ることができるのである。 そして新しい変数の選択は Deanの云う

より詳しくは機会原価の変形としての shadowcostopportunity costによって，

によって変数を一つづっ評価していく過程であり， ここに Simonや Deanは

同じことを文章によって記述し， Dantzigは数式によって表現したと云える

のである。ここでわれわれの主張したいことは， 志/ンプレックス表演算は無味

乾燥な単なる計算手順や形式として見るのではなく， その底に流れる上述の如

さ経済的意味を看取することが極めて大切であり， このことは換言すれば経済

や経営の命題は数学の広義定理に帰着することが多いことを認識することが必

要であるということである。

かくして乙/ンプレックス法における計算価格は変数を選択する際の判定基準

(8) ，J，. Dean， Manager'ial Economics， 1951， p内 259"
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として重要な働らきをすることが明らかとなったが，次の間題はこの計算価格

はとりもなおさず dualの最適解であり， しかも分権企業における各自律単位

の利己的行動が自由競争場裡に調整せられたる時，安定的に収束する備が各自

律単位の dualの最適解の値であることを考察すm る乙とである。かくてわれわ

れは第2の問題に至る。

この第2の問題については既に古瀬教授の有益な研究があるので，われわれ

もそれを参考にしつつ考察をすすめよう。まずLPの primalと dualの問題

を考察するにはそれを鞍点問題に還元して分析すると便利である。切すなわち，

Lagrange関数が .x=がで最大値をとりその時の Lagrange乗数を π=nOとす

ると，このときf

F(.xO Iπ0) =max F(x I 7t0) 
m 

=f(.xO
) =F(xO Iπ) 

豆maxF(.x I 7t) 
" 

F(.xO I 7t0
) =min max F (x I 7t) 

すなわち，

f(.x)→ max 

s.t. gi(.x)=Ci Ci=l，…， m) 

を満足する点 ιZは. Lagrange関数における鞍点として与えられるのである。

しかるとき次の定理が成立する。

〔定理〕非負の最大変数 .x=(Xl，…，Xl)孟 0，と非負の最小変数 7t三(7tl，." • ， 

πm)孟Oの双一次形式 φ(.x，7t)に対して，非負ベクトノレ (.XO，7t0)は

φ(.XO， 7tO) = Max Min φ(.x，π) 
，，>0π>0 

(22) 

(9) T. kose， Solutions of Saddle Value Problems by Differential Equations， 
EconornetI'ica， J担.1956; pp.. 59ー 70. 古瀬大六稿，活動分析における、価格分析，
日本評論新社「経済活動分析」昭和32年，のうち。

(10) この定理の証明については，前掲論文 Solutionsof Saddle Value Pr'oblems by 
Dijfaential Equation.sを参照のこと。
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である。とのとき微分方程式の次のνステムのあらゆる解はし、かなる任意の非

負初期解から出発しても必ず φ(.x，めにおける鞍点に収束する。

x=-o (x) {φ万十 dφ匁jdt}

πo(π) {φz十 dφ，jdt}

ただし
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X'i= 0 and φ，x'>O (23) 

otherwise 

πi= 0 and h7<O 

otherwise 

式(23)は簡単に

x=G(-9>，") =G(A'π-c) 

π=G(φx) =G(b-A.x) 

と書ける。つまり，前述の如く

A.x孟b，.x孟Oでc'.xを最小にする問題と，A'π三五c，rcミミOで b'π を最大にす

(24) 

(25) 

る問題とは，

φ(.x，rc)三 c'x+が(b-Ax) (26) 

の非負鞍点 (.xO，πりを求める問題と恒等であり，式 (26)の各項を移項して，

式 (23)の右辺を G(一φJならびに G(φJとおけば，式 (24)，(25)が得られ

る。

式 (24)は事業部の利潤極大化の行動原理つまり各アクティピティの操業度

は限界利潤 A'rc'-cに比例する ζ とをあらわし，式 (25)は自由市場の価格の運

動法則つまり詰要超過 b-A.x>Oなら価格は上昇し， 供給過剰つまり b-A.x

く Oなら価格は下溶するこ tとをあらわしている。かくしてLPの dualの解が

自由競争的な需要・供給の結果招来される価絡と一致すること，換言すれば，

ある経済主体の利潤極大化行動をあらわすモデノレの解と， 自由市場における価

格の運動法則をあらわすモデルの解とは恒等であり，このことは前述の事業部

長の生産資源、に対する価格を公正に設定することが，とりもなおさず資源の合

理的配分を斉らすものであるとした所以を表わしているのである。
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以上の如くして LPにおける計算価格はまず最適基底を選択する際のshadow

costとして機能し，しかもこれが dualの最適解としてその財の自由競争下に

おける価格と一致する性格を明らかにしてきたのである。しかるが故に前節に

おける事業部長が究極的に双対価格をさがし求めたことは計算価格の叙上の性

格によるものと首肯されるところであろう。

IV 

以上においてわれわれは Dantzigの所論を検討することにより重要点を 2

点導出し，計算価格は shadowcostとして機能することならびにその価格は

自由競争下における妨げなき需要と供給により決定される価格と一致すること

を明らかにした。そしてこれらのことは本稿冒頭に記した Deanの言葉の内容

を意味することをわれわれは見落し℃はならない。すなわち Deanは前述の如

く事業部制の要件としてプロフィット・センターの確立と競争的移転価格の設

定とを主張したが，プロフィット・センターの確立とは事業部という自由裁量

主体の独立採算制を指し，そこにおける生産資源・中間製品・完成品の価格設

定も上部機関よりの圧力はすべて排して自由であり，競争的移転価格の設定と

は移転価格つまり事業部聞における財の引渡価格，換言すれば，振替価格ない

しここに云う計算価格の設定において自由な競争を前提とすることを指してい

る。こうした自由競争においてはじめて財の合理的配分を可能ならしめる価格

が設定されるのであり，かかる価格によって企業内経済管理の運営をスムーズ

に行おうとする趣旨が Deanの前言にほかならないのである。

これらのととは前述の例題の如く事業部LPの dualのみを考えるのではな

く，本社で管理する会社的共通資源をも考慮しこのLPの dualを導入すると

さらに納得されるところである。すなわち，事業部の生産計画に対し本証で計

算するこの全社的共通資源の計算価格を事業部に通知し，事業部はこの通知さ

れた計算価格に基づいて原価計算をやり直して生産計画を改訂する。そして改

訂した生産計画を本社に通知する。本社では最適性判定基準に照らして最適解

でない場合には，この改訂された生産計画を次の基底にとり入れて再び計算価
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格を計算し事業部に通知する。この過程をくり返すことにより，企業全体とし

て調和のとれた生産計画に達することができるのである。まさに計算価格によ

って事業部が統制されるさまが歴然としてくるであろう。かく解することによ

って本稿官頭に述べた Deanの言葉の意味が明確となるのである。

かくして経営の計算価格は乙/ンプレックス表に表われる乙/ンプレックス乗数

つまり双対価格として把握することが科学的に妥当であることをわれわれは主

張する。けだし，従来の振替価格の設定論は;例えば商議 Cnegotiation)によっ

て市価基準に照らしてきめるとか，あるいは限界原価基準によってきめるとか

百家争鳴の感があるが，いずれも客観的妥当性に欠けていたり実践性に乏しい

ものであった。しかるにひとたび生産計画がLPによってモデル化されれば，

計算価格は自動的に客観的に設定され，その内容は以上論じてきた性格を具備

するものとして分権的企業を最適なコースに沿わせる働きを有し，まさに経営

の価格による管理が全うせられるのである。

以上示したように Deanの理論と Dantzigの理論との聞には極めて密接な

論理的関連があり，われわれはそれを発掘することにより Dantzigの展開す

る数式の根底に存在する経済的意味が明瞭となり，科学的に算定された計算価

格こモが事業部制を成功せしめる槙粁となることを主張することができるので

ある。

(11) Cf.， Digest of N“A.. C，. A，. Research Report-Accountimg for lntracompany 
Transfers， N" A.. C，.A. Bulletiん June1956" 

(12) .J" Hirshleifer，On the Economics of Tran.sfer. Pricing， The .Journal of Busi-
ness， Vol. xxlx， No. 3" 
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